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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・3/1（土）の13：00～16：00に専門業者による消防設備点検を実施致します。
今回の点検は、火災報知器の点検となり、火災報知器の音が鳴りますが点検のため、スタッフ全員で周知しておきましょう。又、当日患者様へも連絡して下さい。
＜患者様連絡事項＞

・布施　邦雄様～本日より、3／2（日）15：30まで、ご家族付き添いにて外泊に行かれています。ご家族より、休暇ではなく訓練目的での外出である事を本人へ説明し、納得されています。今回の外泊では、布団の上げ下ろしを行う予定でしたが、本人より｢身辺整理にします｣と話し、本や衣類の整理を行う事に変更しています。帰院後は、外泊時の様子や自ら目標とした身辺整理を達成できたのか振り返りを行っていきましょう。

＜歯科診察＞

・滝澤　久江様～本日、上義歯を作成しています。ブリッチで固定している為、義歯

を取ったり外したりする練習を行うよう、医師よりお話しがありました。練習の実施日・時間をいつ行うのか担当スタッフは検討お願いします。

＜ナイトプログラム＞

・現在、実施記録の記載方法について基準を担当スタッフで検討しています。今後、

藤原SGMへ確認して頂き、カンファレンスにて実施記録の記載基準をスタッフへ伝えていく事とします。

＜ＳＳＴミ－ティング＞

・今週のＳＳＴは月初めであるので、短期目標の設定を行う予定です。

＜猪股Dr診察報告＞

・沢田　三朗様～3/1（土）に退院前訪問指導を行う予定です。その為、退院前訪問指導検討書・指示書を本日、担当医より許可のサインを頂いています。用紙は下平PSWのボックスへ入れています。

・島浦　美千男様～先週の問診時に、朝食前に内服しているヘルツベース(10)１Ｔ(不整脈用剤)について確認しヘルツベースを食後に変更するように指示ありましたが、今週の定期薬では、食後に変更がなかった為、本日の問診時に再度確認しています。3/12（水）の定期薬から、ヘルツベース(10)１Ｔ(不整脈用剤)朝食後へ変更となっています。

　　　　　　　　　変更する際は、定期薬の変更をして頂くよう3/7（金）の朝に主治医へ訂正の依頼をお願いします。

・蛯名　勝幸様～本日ご家族様より電話連絡あり、3/1（土）14：00～3/2（日）17：00まで、外泊訓練の目的で外泊希望あり、問診時、担当医より許可を頂いています。外泊用紙は栄養チームへ提出済みです。

現在の様子として、気分変動なく自ら「体調は悪くない」、「生活リズムを整える」を目標として行えている事話されています。

引き続き、現在の状態を評価しつつ維持できるよう関わっていきましょう。

・中野渡　鉄男様～先週の歯科診察で、新しい義歯を作成し頂きましたが、本人は「差

し歯にするっていう約束を破った」「いらない」「いんずい」と違和感訴え、義歯装着の拒否見られています。1日1回は装着し、違和感に慣れていく事が必要な事を担当スタッフより本人へ伝えていますが、理解の乏しさ伺えます。義歯装着の練習の促しや必要性を伝えますが、強い拒否見られており、現在は義歯を装着しないまま食事を摂取している状況です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

上記を問診時、担当医へ情報提供し義歯を装着する事の必要性を

伝えていますが、拒否見られます。

本人の理解力に応じて少しずつ装着して頂くよう関わっていきま

しょう。

＜注目患者様ケース検討＞

・稲垣　恵利子様～昨日の深夜帯にて衣類をゴミ箱へ捨てている事あり、日勤帯では「退院します」等の発言が聞かれています。夜間の睡眠状況は確保出来ており、退院発言聞かれていますが、説明には納得され日課・プログラム支障なく、取り組む事出来ています。本人が買い物を希望しているが上手く話せず「退院します」と話されたり衣類があれば買い物は必要ないと思われる為にわざと衣類を捨てたりするのではないかと思われます。本人の中で希望している事が上手く話せずにいる為に本人からの表現の仕方をスタッフ側が周知した上で具体的に導き出してあげるなど、関わりが必要ではないかと意見挙げられています。










